
南の星小学校 外国語活動実践報告     犬塚 勝 

１．実践内容 

５年  単元名 Hi, friends!  Lesson 5 “What XX do you like?”（4／4時間） 

 

〇工夫点 

① 今までに、様々なインタビュー活動をしているので、マンネリを避けるためビン

ゴを取り入れた。文字で書かずに済むよう、個々に違う写真入りシートを用意し

た。（８種類）                      ※別紙資料参照  

② フルーツバスケットでは、“What XX do you like?”“I like ○○.” のフレーズを

繰り返し言って慣れるよう、全員が質問して鬼が答える設定にした。 

③ ゲーム活動では、日本語での説明を避け、ＡＬＴとのデモンストレーションを見

せるようにした。 

（１）導入 

・リラックスして英語を話せるよう、ＡＬＴやＨＲＴによる個々への質問や、縦列横

列で指名するクイズをした。 

（２）活動 

 ・インタビュービンゴ…“What XX do you like?”と質問し、相手の“I like ○○.”の

写真があればチェックする。これを相手を替えて行う。 

 ・フルーツバスケット…全員が“What XX do you like?”と質問し、鬼が“I like ○○.”

と答える。各自の胸に貼られた写真に該当したら席を代える。 

 

２．成果 

 ○本時の活動に関して 

  ・指導案のＡＬＴ欄を英語で書くことで、ＡＬＴとの意志疎通がより円滑になった。 

  ・ゲーム活動を取り入れることで、児童が意欲的に活動した。 

○普段の外国語活動に関して 

 ・１回１回のＡＬＴとの授業を大切にすることで、抵抗無く英語を使って話す児童が

増えている。 

 

３．今後の課題 

・個々のフレーズを進んで使いたくなるような状況（必然性）を設定できると、更に

活動に主体的な意欲を持てるのではないか。 

・ＡＬＴとのＴＴを行う際、学級担任とＡＬＴの意志疎通が大切であるが、ＡＬＴと

の会話を避けたがる教員も少なくない。特に、ＡＬＴが常駐でない場合、自然に会話

を楽しめる機会を設ける必要を感じる。 

 ・英語での会話力に自信が持てないからか、英語での指示や説明の量がなかなか増

えていかない。クラスルームイングリッシュを含むモデル授業等の研修が必要であ

る。 
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